












































邸,四方珍奇,皆所集積。                      (『長安志』巻八)
































駅舟高里外  孤舟 万里の外



















































































三軍江口擁雙た  三軍の江口 双たを擁し
虎帳長開自教兵  虎帳長へに開き 自ら兵を教う
機鎖悪徒狂寇蓋  機は悪徒を鎖し 狂寇尽き
恩願老特壮心生  恩は老脂を駆って 壮心生ぜしむ
水門向晩茶商岡  水門は晩に向って 茶商岡わい
橋市通管酒客行  橋市は管を通して 酒客行く
秋日梁王池閣好  秋日 梁工 池閣好 く






















煙籠寒水月籠沙  煙は寒水を籠め 月は沙を籠む
夜泊秦淮近酒家  夜 秦淮に泊するに酒家に近し
商女不知亡國恨  商女は知らず 亡国の恨を





江横渡闊姻波晩  江横たわり渡闊く 姻波の晩
潮過金陵落葉秋  潮は金陵を過ぐ 落葉の秋
瞭III塞鴻経楚澤  瞭唄たり塞鴻 楚沢を経
湊深紅樹見揚州  浅深の紅樹 揚州に見ゆ
夜橋燈火連星漢  夜橋の燈火 星漢に連なリ               ー
水郭帆橋近斗牛  水郭の帆僣 斗牛に近し
今日市朝風俗愛  今日の市朝 風俗変り
不須開日間迷櫻  口を開くを須たず 迷楼を問う           (李紳 宿揚州)
又同じ揚州の「夜市」を詠った王建の詩も,その頃の作とみてまず間違いないものであるよ0
夜市千燈照碧雲  夜市の千燈 碧雲を照らし
高櫻紅袖客紛紛  高楼の紅袖 客紛紛
如今不似時平日  如今は似ず 時平の日
猶自笙歌微暁聞  猶自 笙歌 微かに暁に聞くを         (王建 夜看揚州市)
この揚州は,当時かなり繁盛した都市として,他の詩人にも次のように詠われている。
十里長街市井連  十里の長街 市井連なり
月明橋上看神仙  月明るく 橋上に神仙を看る
人生只合揚州死  人生は只だ合に揚州にて死すべし
押智山光好暮田  禅智の山光 暮田に好し             (張枯 縦遊淮南)
晩唐の詩人・李商隠 (813～858)|こも「夜市Jを詠う詩が存在する。
楚絲微覺竹枝高  楚絲 微かに覚ゆ 筆枝高 く
半曲新鮮痛縣紙  半曲の新辞 縣紙に写く
巴西夜市紅守宮  巴西の夜市 紅守宮
後房踏菅斑斑紅  後房の点菅 斑斑紅
提南渇雁自飛久
置花一夜吹西風



















































































夜火連淮市  夜火 淮市に連なり
春風浦客帆  春風 客の帆を満たす
春橋垂酒慢  春橋に酒の慢 垂れ
夜棚集茶格  夜概に茶の橋 集う
娼棲雨岸臨水4LI  娼楼の両岸は水概に臨み































































1, 『中国歴代著名文学家評伝』第二巻 〈隋唐五代〉(山東教育出版社 。1983年刊)中の「社荀鶴」の条による。













鳥取大学教育学部研究報告 人文.社会科学 第 39巻 第 1号 (1988)
こ―とは言うまでもなかろう。それ故;F長安志と巻
'＼
…祭仁坊の条を挙げた上Ⅲ「崇仁坊の1如き夜の大きな
―
盛
'場
をもつた坊が確認せられるとぃうこと駐 それより以前Ⅲ皐(から労内の夜市が生れてお,ォ 況んや城
市内の夜市は吏に早く,恐らぐ目初から開かれていた.ことを推察せしあるに足る」(584頁)と1決論づけられ
ているのにも,はなはだ疑FH3を感じる.。 本論で見てきたように|,唐代|の「夜市とはi地1方諸都市で暗々裏に認
められてゆ占ュその影響や安史の乱の長安の混乱|の中から―長安城内にまで波及したとみるべきで(ぁれ程「夜
市」を詠うことに熱心な唐代の1詩人たちが,地方の「森市」は詠っても長安の「夜市Jを一首も詠つていな
いことにも―注目すべきである),その結果Ⅲ開成五年(840,ゆ禁勅となうたと見るのが要当ではなかろうか。
(昭不H68年・4月2o日受理)

